
















う点では 「橋姫」 「椎本」巻におい 弁と薫がつ くむすびついていたが、 「総角」巻では大君も加わ 。
　こうした「総角」巻の叙述の特質は、一読しただけでもおおよ






































　本稿では、 「総角」巻に対象を絞って論じるが、まず二節にて、「いとほし」の語義に関する過去の議論と見通しについて述べることとする。つづいて、三節では「総角 巻における「い ほし」の全用例について逐一検討してみる。誰が、誰につ て、あるいは何について「いとほし」と感じ い のか、なるべく先入観排しながら読み ってみたい。つづく四節では、 「いとほし」から「心苦し」への転換をとらえるとともに、これまで 総角」巻
の鍵語としてしばしば論じられてきた「へだて」の問題とリンクさせながら、 「総角」巻の人間関係を新たにとらえなおしてみたいとおもう。
二 　「いとほし」の語義に関して
　「いとほし」の語誌については、 「いとふ」と同根とする説と、「いたはし」の母音交替形とする説とに二分される。これを確定することは困難なようだが、いずれの説をとるとしても、 「いとほし」が元々 、困惑・つらさをあ わ たとす 認識は、 『日本国語大辞典 　第二版』ほか、 『古語大辞典』
（小学館）
、 『角川古
















実際の文章上にあらわれていない主語や目的語の何を補うかという解釈によって、あるいは前後の文のどこに切れ目 置くか 立場 イトホシの意味の把握は異なってくる。
実際にみてゆくと、特に「いとほし」という感情の起因となる対象がとらえにくいようだ。
　とにかく、この形容詞が本来は困惑・つらさなどをあらわすの





の提示する根拠 興味深い。そこでは、 「いとほし」が困惑・つらさをあらわす場合もあるこ を夙く指摘した吉澤論
文Ｄ
を受け入
れない理由とし 、 「当時は、まず他者を思いや ことが現代よりつよかったと思う」などと述べられて るので る。平安文学に馴れ親しんだ立場からの推測だろうが、そもそもこの根拠自体が論証しえないのではないか。
　それにしても、 『源氏物語』の用例の大半は諸家 よって同情・

























































































































































































































































































































































































から「心苦し」へ、という展開が看取される である。そうだとすると、たとえば薫 大君、中の君の三者の関係について、従来の らえ方をいささか更新する必要がある では いか。たえば、大君と中の君の姉妹関係はどうか。 「男の侵入の後の気まずい沈黙によって引き裂かれ
るＪ
」とされる「姉妹の連帯」だが、

































































































注（１） 　陣野英則「 「物語」の切っ先としての薫──『源氏物語』 「橋姫」
「椎本」巻の言葉から──」 （ 『國語と國文學』八五─六、東京大学国語国文学会、二〇〇八年六月） 。
（２） 　陣野英則「弁の尼を超える薫──『源氏物語』 「宿木」 「東屋」巻
の言葉から──」 （小山清文・袴田光康（編） 『源氏物語の新研究──宇治十帖を考える』新典社、二〇〇九年） 。
（３） 　松岡智之「多弁と寡黙、あるいは沈黙」 （関根賢司（編） 『源氏物
語 　宇治十帖の企て』おうふう 五 ）において、主要論文が紹介・整理されている。







源氏物語』を併用して確認した。なお、 「いとほし」からの派生語として、 「いとほしがる」 「いとほしげ」 「いとほしさ」 「いとほしみ」 、それに「なまいとほし」も含めている
（７） 　『源氏物語』における「いとほし」については、 「 『源氏物語』の「い
とほし」 」 （ 『早稲田大学大学院文学研究科紀要 五六─三、二〇一一年二月刊行予定）を執筆中である。また、 『源氏物 の展望 　第十輯』 （三弥井書店、二〇一一年九月刊行予定）に掲載される論考で、 『源氏物語』以前の「いとほし」の用例もあわせて網羅的に検討する予定。
（８） 　北山谿太「語釋研究三つ──さるものにて・いとほし・案内
──」 （ 『解釈 ─二、解釈学会、 九五六年二月） 、後藤貞夫「源
〔　　〕
氏物語における「いとほし」の意義用法について」 （ 『国文学攷』二三、広島大学国語国文学会、一九六〇年五月） 、木之下正雄『平安女流文学のことば』 （至文堂 八 ） 、中川正美「源氏物語における「いとほし」と「心苦し」 」 （国語語彙史研究会編『国語語彙史の研究 　一』和泉書院、一九八〇年） 、池田節子「いとほし」 （秋山虔（編） 『王朝語辞典』東京大学出版会、二〇〇〇年 など。
（９） 　濱橋顕一「 「さし当りていとほしかりし事の騒ぎ」──「いとほ
し」の語義のこと」 （鈴木一雄（監修） 　河地修（編） 『源氏物語の鑑賞と基礎知識

　常夏・篝火・野分』至文堂、二〇〇二年） 、及




0） 　宮地敦子「類義語の交錯──「いとほし」 「かはゆし」ほか」 （ 『心身語彙の史的研究』明治書院、一九七九年） 。
（
） 　注 （８） 、前掲の中川論文。
（
） 　注 （８） 、前掲の木之下著書、Ⅲ ９。
（




） 　注 （８ 、前掲の池田論文。
（
） 　松尾聰『源氏物語を中心とした「うつくし・おもしろし」攷』 （笠
間書院、一九七六年） 、同『松尾聰遺稿集Ⅰ 　中古語「ふびんなり」の語意』 （笠間書院、二〇〇一年）なども、一語にひとつの語義が対応するという見方にもとづいた考証であった。
（
） 　今井久代「御髪のこぼれかかりたるを掻きやりつつ見たまへば──男と女のはざまには・大君 薫の恋物語」 （ 『國文學』四五─九、學燈社、二〇〇〇年七月） 。
（
） 　針本正行「 「総角」巻の大君」 （ 『平安女流文学の表現』おうふう、二〇〇一年） 。
（
） 　注 （８） 、前掲の中川論文。
（
） 　三田村雅子「大君物語──姉妹の物語として──」 （増田繁夫・鈴木日出男・伊井春樹（編） 『源氏物語研究集成 　第 巻 　源氏物語の主題 　下』風間書房、一九九九年） 。
（
0） 　中川正美「源氏物語続編の文体─ 「うし」から「心うし」へ──」 （ 『源氏物語文体攷 　形容詞語彙から』和泉書院、一九九九年） 。
（
） 　池田節子「大君の結婚拒否──朝顔の姫君・落葉の宮・紫の上からの連続──」 （ 『源氏物語表現論』風間書房、二 〇〇年
（
） 　注 （１） 、前掲の拙論。
（
） 　神田龍身「分身 差異への欲望──『源氏物語』 「宇治十帖」──」 （ 『物語文学、その解体──『源氏物語 「宇治十帖」以降』有精堂出版、一九九二年）など。
